
１．設置者に関する情報

① 設置者の名称及び主たる事務所の所在地並びに連絡先

〈設置者〉学校法人 朴沢学園 明成高等学校

〈所在地〉〒９８１－８５７０ 宮城県仙台市青葉区川平二丁目２６番１号

〈連絡先〉電話番号 代表 ０２２－２７８－６１３１ ＦＡＸ ０２２－２７７－５１３０

② 法人の代表者の氏名

学校法人 朴沢学園 理事長 朴澤 泰治

③ 介護福祉士実務者養成施設以外の実施事業

学校法人 朴沢学園 仙台大学 体育学部 体育学科

健康福祉学科（介護福祉士、社会福祉士養成）

運動栄養学科（栄養士養成）

スポーツ情報マスメディア学科

現代武道学科

子ども運動教育学科

大学院 スポーツ科学研究科

明成高等学校 調理科（調理師養成施設）

介護福祉科 介護福祉士養成コース（福祉系高等学校指定）

介護員養成コース（介護福祉士実務者養成施設）

普通科 情報表現コース

デザインアートコース

総合コース

健康スポーツコース

２．実務者養成施設に関する情報

① 名称、住所及び連絡先

〈名 称〉学校法人 朴沢学園 明成高等学校

〈所在地〉〒９８１－８５７０ 宮城県仙台市青葉区川平二丁目２６番１号

〈連絡先〉電話番号 代表 ０２２－２７８－６１３１ ＦＡＸ ０２２－２７７－５１３０

② 学校長名 中村 勝彦

③ 開設年月日 平成２６年４月１日

④ 学則等

「明成高等学校介護福祉士実務者養成施設に関する規程」
第１章 総則

（設置目的）

第１条 教育基本法及び学校教育法に基づき、幅広い利用者に対応できる介護人材の確保及び資質向上を目指し

た専門教育を施すことを目的とする。

（名称）

第２条 本課程は、明成高等学校 介護福祉科 介護員養成コース内におき、「実務者研修課程」という。

（位置）



第３条 本課程は、仙台市青葉区川平二丁目２６番１号におく。

第２章 課程及び収容定員

（課程収容定員）

第４条

課程
学 科 １学年 ２学年 ３学年

合計 備考（学級数）
コース 収容定員 収容定員 収容定

員

全日制
介護福祉科介護員養成コース

実務者研修課程
４０人 ４０人 ４０人 １２０人 各学年１クラス

なお、定員に満たない場合は、別途定める募集要項により社会人を若干名募集することができる。

（修業年限）

第５条 本科の修業年限は２年とし、生徒においては２年次、３年次に開講するものとする。

社会人においてもこれを超えて受講することは出来ない。

（養成課程）

第６条 介護福祉士実務者養成のため、「介護福祉士実務者養成施設の指定基準」基づき、養成施設を置くこと

とする。

（履修方法）

第７条 生徒及び社会人は、教育課程の定めるところにより、規定されたすべての科目を履修（必修）しなけ

ればならない。科目と時間数は次のとおりとする。

なお、初任者研修修了者は、○印の科目を履修科目とする。

研修科目名 実務者研修 初任者研修

（実時間数） 修了者

人間の尊厳と自立 ５

社会の理解Ⅰ ５

社会の理解Ⅱ ３０ ○

介護の基本Ⅰ １０

介護の基本Ⅱ ２０ ○

コミュニケーション技術 ２０ ○

生活支援技術Ⅰ ２０

生活支援技術Ⅱ ３０

介護過程Ⅰ ２０

介護過程Ⅱ ２５ ○

介護過程Ⅲ ４５ ○

発達と老化の理解Ⅰ １０ ○

発達と老化の理解Ⅱ ２０ ○

認知症の理解Ⅰ １０

認知症の理解Ⅱ ２０ ○

障害の理解Ⅰ １０

障害の理解Ⅱ ２０ ○

こころとからだのしくみⅠ ２０

こころとからだのしくみⅡ ６０ ○

医療的ケア ５０ ○

計 ４５０ ３２０

なお、「医療的ケア」については、規定の５０時間以外に以下の演習を実施する。

１ 喀痰吸引

（ア）口腔 ５回以上

（イ）鼻腔 ５回以上

（ウ）気管カニューレ内部 ５回以上

２ 経管栄養

（ア）胃ろう又は腸ろう ５回以上

（イ）経鼻経管栄養 ５回以上

３ 救急蘇生法 １回以上

第３章 学科、学期、休業日等

学則第６条～第７条に基づく。



第４章 入学、退学、転学、留学等

学則第８条～第２０条に基づく。

第５章 学習の評価（成績考査）・課程修了の認定（卒業）等

（課程修了の認定）

第８条 各学年の課程の修了は、生徒及び社会人の平素の成績を評価し、学年末において校長が認定する。

（課程修了）

第９条 前項の規定により、生徒及び社会人が本校所定の全課程を修了したことが認められるときは、実務者研修

修了証書を授与する。

（現学年留置）

第１０条 生徒のうち、当該学年における所定の教育課程を修得できなかった者について、教育上必要があるとき

は、現学年に留め置くことがある。社会人においては、当該年度の所定の教育課程を修了できなかった場

合、次年度の研修を受講することはできない。

（学習の評価）

第１１条 学習の評価については、別に定める内規による。

第６章 教職員組織

学則第２６条に基づく。

第７章 入学検定料、入学金及び授業料等

学則第２７条～第３０条に基づく。

ただし、社会人においては無料とする。

第８章 賞罰

学則第３１条～第３２条に基づく。

第９章 雑則

第１２条 この規定の施行に関して必要な事項は、校長が別に定める。

平成３１年４月１日現在

「明成高等学校介護福祉士実務者養成施設に関する教務規定」

第１章 単位履修の認定

第１条 履修単位認定の原則

規定されている授業時数の２／３以上（履修）であること。

第２章 単位修得の認定

第２条 認定の時期

科目の単位修得の認定は学年末に行う。

第３条 認定者

科目の単位修得の認定は成績判定会議での審議を経て学校長が認定する。

第４条 認定基準

単位修得の認定は次の基準による。

１ 第１条の履修条件を満たしていること。なお、各科目の出席時間数が授業時間数の２／３に満たない

者は、履修を認めない。

２ 各科目及び修了認定試験結果が７０点以上であること。

３ 「医療的ケア（演習）」の実施方法及び評価については、厚生労働省通知「喀痰吸引等研修実施要項」

に基づき、以下の内容を実施する。



〈喀痰吸引〉口腔（５回以上）、鼻腔（５回以上）、気管カニューレ内部（５回以上）

〈経管栄養〉胃ろう又は腸ろう（５回以上）、経鼻経管栄養（５回以上）

〈救急蘇生法〉１回以上

なお、社会人についても生徒の認定基準と同様に扱うものとする。

第３章 進級・卒業の認定

第５条 認定者

生徒の進級・修了の認定は成績判定会議での審議を経て学校長が認定する。

第６条 認定基準

１ 規程出席日数

生徒の出席日数が出席しなければならない日数の２／３以上であること。

２ 単位の履修・修得

（１）生徒の２年次に受講する「実務者研修」は必ず修得していること。修得できなかった場合は、

現学年に留め置くことがある。社会人においては、当該年度の所定の教育課程を修了できなかった

場合、次年度の研修を受講することは出来ない。

（２）生徒の３年次の「実務者研修」については未しゅうとくも可とする。この場合、「実務者研修」を

修了することは出来ない。社会人においては、当該年度の所定の教育課程を修了できなかった場合、

「実務者研修」を修了することは出来ない。

３ 欠時数が１／３を超えた場合の取扱い

生徒及び社会人の研修の欠席時数については別途定める。

第７条 追指導未終了の措置

生徒及び社会人の当該年度における研修については、当該年度内に修得していること。

第８条 原級留置者の全科目再履修義務

原級に留め置かれた生徒は、次年度当該学年のすべての科目を再履修しなければならない。

第４章 評価規程

第９条 成績評価

「医療ケア演習」を除く各科目の評価は、科目毎に小テストや演習レポート等による評価を行うととも

に、研修終了後に行う修了試験を１００点法で行い、４段階で評価する。

第１０条 学年末総合評価

実務者研修の総合評価は、研修終了時に実施する修了試験によって算出する。ただし、「医療的ケア

演習」については、「喀痰吸引等研修実施要項」に基づき評価する。

第１１条 成績評価

１００点法における総合評価４段階に換算する基準は次のとおりとする。

ただし、「医療的ケア演習」については、「喀痰吸引等研修実施要項」に基づき評価する。

１００～９０ ８９～８０ ７９～７０ ６９～０

A B C D

第５章 欠時数について

第１２条 欠時計算方法

欠時数のカウントは、実質授業時数による。欠時のカウントは以下の通りとする。

１ 単位認定

単位認定に当たっての出席時数は第１条に定めたものとする。

２ 実質授業時数と規定時数及びその取扱い

実質授業時数が規定時数より少なくなった場合、相当時間数の補講を行い、生徒及び社会人はこれに

出席しなければならない。

第１３条 欠時の概念

早退、遅刻、保健室利用等で２／３以上その時間内の授業を受けない場合は、欠時とする。

第１４条 出席扱いとなる公認欠席、遅刻

下記による欠席・遅刻等は出席扱いとして、その理由を明記すること。

１ 就職試験、入学試験及びこれに準ずる場合



２ 学校を代表して試合その他に出席参加する場合

３ 交通機関の影響等で出校できなかった場合

ただし、学力保障等の目的により補講を行う場合があり、生徒及び社会人はこれに出席しなければなら

ない。

第１５条 出席・欠席に参入しない場合

下記の事情による場合、出席にも欠席にも参入しない。

１ 忌引きの日数（父母７日、祖父母３日、曾祖父母１日、兄弟姉妹３日、伯叔父母１日）

２ 法定伝染病による出席停止の日数

３ 天災地変等やむ得ない理由で欠席した場合

４ 学則適用による停学等出席停止の日

５ その他学校長が出席しなくてもよいと認めた日

ただし、学力保障等の目的により補講を行う場合があり、生徒及び社会人はこれに出席しなければなら

ない。

第１６条 休学の場合の取扱い

生徒が休学の場合、休学期間中は欠席日数及び欠席時数としてカウントする。

社会人の休学は認めない。

⑤ 施設設備の概要

教室等の名称 面 積 教室等の名称 面 積

普通教室Ａ ６８．６４㎡ 和室（畳）実習室 ３５．１２㎡

土地面積 普通教室Ｂ ６８．６４㎡ 調理実習室 １４９．４５㎡

普通教室Ｃ ６８．６４㎡ 家庭科実習室 １５０．００㎡

（２４，５０４㎡) 第１介護実習室 １３７．０９㎡ 保健室 ６８．６４㎡

第２介護実習室 １１４．０４㎡ 図書室 １３５．７２㎡

入浴実習室 ４２．５６㎡ ※図書蔵書数 ２６，９８９冊

３．養成課程に関する情報

① 平成３１年度入学生 介護福祉科（介護員養成コース）教育課程表

教科 科 目 標準単位数 １学年 ２学年 ３学年 備 考

国 語 総 合 ４ ４

国 語 国 語 表 現 ３ ３

現 代 文 Ａ ２ ２

実 践 国 語 ２

地 理 世 界 史 Ａ ２ ２

歴 史 日 本 史 Ａ ２ ２

公 民 現 代 社 会 ２ ２

政 治 ・ 経 済 ２

数 学 数 学 Ⅰ ３ ３

数 学 Ａ ２ ２

実 用 数 学 ２

理 科 物 理 基 礎 ２ ２

化 学 基 礎 ２ ２

生 物 基 礎 ２ ２

保 健 体 育 ７ ３ ２ ２

体 育 保 健 ２ １ １

芸 術 音 楽 Ⅰ ２ ２

外国語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ ３ ３

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ ４ ２ ３

家 庭 家 庭 総 合 ４ ２ ２

情 報 社 会 と 情 報 ２ ２

社 会 福 祉 基 礎 ２

介 護 福 祉 基 礎 ２



生 活 支 援 技 術 ２ ２

福 祉 介 護 総 合 演 習 ２ ２ 「総合的な学習の時間」代替

こころとからだの理解 ２

介護職員初任者研修課程 ５

実 務 者 研 修 課 程 ６ ５

小 計 ２９ ２９ ２９

特 別 活 動 １ １ １

合 計 単 位 ３０ ３０ ３０

② 定員 各学年４０名

③ 入学までの流れ（募集、申し込み、資料請求先）

本校ホームページに掲載

④ 費用

１学年 ２学年 ３学年 合計

入学検定料 １２，０００ １２，０００

入学金 １８０，０００ １８０，０００

制服（男子）・上靴の最小価格 ５７，５６４ ５７，５６４

制服（女子）・上靴の最小価格 ５６，４３０ ５６，４３０

体育着・シューズ ２３，７００ ２３，７００

実習着・シューズ １５，６２５ １５，６２５

授業料 ※修学支援金あり ３１２，０００ ３１２，０００ ３１２，０００ ９３６，０００

教育充実費 ２１６，０００ ２１６，０００ ２１６，０００ ６４８，０００

介護実習費 ４，０００ ６，０００ ５，０００ １５，０００

教科書（福祉） ８，８７７ １２，４４２ ２０，９３１

修学旅行積立 ６４，０００ ２４，０００ ８８，０００

諸会費 ２４，６５０ ２４，６５０ ２４，６５０ ７３，９５０

合 計 （男子） ９１８，４１６ ５９５，０９２ ５５７，６５０ ２，０７１，１５８

（女子） ９１７，２８２ ５９５，０９２ ５５７，６５０ ２，０７０，０２４

⑤ 教員数、科目別担当教員名

必置教員 氏名 担 当 科 目 資格・免許

◎：教務に関する ◎榎本 寿美代 医療的ケア以外の科目 教科「福祉」「家庭」

主任者

○：領域「介護」、 ○高橋 祐也 医療的ケア以外の科目 教科「福祉」

「こころとからだ 介護福祉士、社会福祉士

のしくみ」に１人 ○樋口 智美 医療的ケア以外の科目 教科「福祉」

以上必要な教員 （育休中） 介護福祉士

○支倉 淳美 医療的ケア以外の科目 教科「福祉」

介護福祉士

落合 恵 医療的ケア以外の科目 介護福祉士

○村林 則子 医療的ケア 看護師

（非常勤）

○横橋 祐子 医療的ケア 看護師

（非常勤）



その他の教員 荻原 久恵 医療的ケア、介護過程Ⅲ以外の科目 教科「家庭」「福祉」

桑原 晴美 医療的ケア、介護過程Ⅲ以外の科目 教科「家庭」「福祉」

⑥ 使用する教材

＠ 介護福祉士実務者研修テキスト（中央法規）：１～５巻

＠ 介護福祉士用語辞典（中央法規）

＠ 動作の”なぜ”がわかる基礎介護技術（中央法規）

＠ 社会福祉基礎（実教出版）

＠ 介護福祉基礎（実教出版）

＠ 生活支援技術（実教出版）

＠ こころとからだの理解（実教出版）

４．実績に関する情報

（１）卒業者数 延べ２８名

（２）平成３０年度卒業生の実績

介護職員初任者研修課程修了者 ４名

実務者研修修了者 ４名

（３）卒業生の進路 ※平成３０年度卒業生総数４名

◎就 職：介護職 １名

◎進 学：医療・福祉系 ２名

◎その他： １名


